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天正の兵乱と近世高野山寺領の成立





Koyasan surrendered to Hideyoshi TOYOTOMI's invasion of Kishu in Tenshou 13 (1583).
However, it was deprived of a wide range of Kishu's territory．
Ogo MOKUJIKI is said to have played a great role in this event. Thereafter, Hideyoshi continued
to rule Koyasan. Koyasan as a feudal lord governed and administered Kishu's territory, and survived
































天正 13 年 3 月、紀伊国に攻め入って根来寺や雑賀衆を攻略した羽柴秀長は、抵抗する






































してからは、羽柴秀長の支配地となり、同 19 年 10 月に新たに高野山寺領に寄進されるま
での期間は、木食応其が秀長から安堵されて管理を任されていた 14）。
















橋本市東家に標高 88 ～ 90 メートルの相賀台と呼ばれる南向きに張り出した舌状台地が

























慶長 6 年（1601）12 月 6 日付で、浅野左京太夫が橋本町中にあてて「伊都郡橋本町屋
敷分弐拾七石五斗五升之所令免許者也」と屋敷地子免状を出している 23）。慶長検地で認可
された橋本町屋敷分 27 石 3 斗の土地が、それに連続していると考えられるが、寛永 19 年








延宝 3 年（1675）3 月に作成された応其寺の「興山上人橋本開基縁起（記）」26）に、「興
山上人、此川表懸百三十間橋、渡往来数千、故号橋本、当地其以前、荒原草野、走躍羽毛
之栖也」とあり、天正 15 年に 130 間の橋が架橋されたとある。橋の規換・構造などを実
証する記述はないが、「橋本」の地名の起源にかかわる問題として長年議論の対象となっ












地実施当初に関する理由は不明である。天正 18 年から翌 19 年頃に紀伊国内の検地が行わ
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れるようになったが、高野山寺領は 18 年 9 月から検地が始まり、翌 19 年 10 月頃にかけ











「東岸」のみである）。検地の結果、作成された寺領の検地目録は 2 通存在する。1 通は
「寺領方目録之事」で、伊都郡 18 地域 5193 石 8 斗、那賀郡 9 地域 4865 石 7 升で、両郡
合わせて 9998 石 8 斗 7 升である（表 1）。秀吉が認知した高野山寺領 1 万石の内訳である
と考えられる 29）。
一方同年 10 月の「高野山御知行目録」（表 2）は、伊都郡 21 地域、5104 石 3 斗 1 升 7
合、那賀郡 10 地域、5647 石 5 斗 7 升で合計 1 万 751 石 8 斗 8 升 7 合で、所収されている









計した石高は 1039 石 6 斗 5 升であるが、木食応其の所領の 1000 石に充てられたものであ








表 1 天正 19年 10月 21日豊臣秀吉朱印寺領方目録 表 2 天正 19年 10月高野山御知行目録
地 区 石 高 地 区 石 高
ふき（富貴） 717石 こさわ 396石 1斗
すか（筒香） 200石 三谷 686石 3斗 8升
まに（摩尼） 100石 四村内 350石 9斗
北また（北又） 50石 志賀 254石 5斗 6升
にしかう（西郷）
80石
天野 607石 0斗 9升
ひかしかう（東郷） 東細川 115石 3斗
しいて（椎出） 70石 西郷 37石 6斗 2升
しそんゐん（慈尊院） 160石 しゐて（椎出） 70石 0斗 9升
くとやま（九度山） 280石 かね（河根） 10石 8斗 6升 5合
こさわ（古沢） 370石 大滝 89石 3斗 7升
ほそかわ（細川） 110石 やなせ（梁瀬） 98石 8斗 2升 7合
しか（志賀） 254石 ゆかわ（湯川） 83石 5斗 7升
あまの（天野） 607石 しそんゐん（慈尊院） 167石 4斗 2升
見たに（三谷） 685石 清水 627石 3斗
四村 350石 くと山（九度山） 276石 8斗 1升
しふた（渋田） 890石 ぬかそい（向副） 304石 0斗
大たき（大滝） 89石 3斗 北また（北又） 51石 5斗 4升
やなせ（梁瀬） 98石 まに（摩尼） 100石 4斗 7升
ゆかわ（湯川） 83石 5斗 ふき.ひかしふき.にしふき 717石 8斗 4升
伊都郡合計 5193石 8斗 つヽが （筒香） 196石 2斗 7升
野田原 175石 ひか（郷）東郷 41石 2斗 1升
小川 865石 伊都郡合計 5104石 3斗 1升 7合
花そこ（花坂） 213石 4斗 しふ田（渋田） 891石 5斗 5升
はせ（長谷） 509石 5斗 7升 はせ（長谷） 505石 0斗 6升
け原（毛原） 988石 1斗升 ともふちの内
1049石 3斗
ともふち（鞆渕） 1053石 たころ谷など 10地区




那賀郡合計 4805石 0斗 7升 毛原の内 899石 1斗 5升
両郡合計 9998石 8斗 7升 さる河（猿川） 560石 4斗
（金剛峯寺編『高野山文書 第三巻』） ほその内（細野） 405石 6斗 4升
野田原 175石 7斗 5升
け原内大原 83石 3斗 2升









天正 20 年（1593）8 月 4 日に、金剛峯寺惣中にあてて出された秀吉の朱印状によると、
天瑞院（秀吉の母、大政所）の追善供養に剃髪寺を建立したが、その費用として新たに那
賀郡内の 14 地域と伊都郡の 2 地域を合わせて１万石を寄進している 33）（表 3）。
表 3 天正 20 年高野山寺領朱印状
地 域 石 高 そのうち 7000 石は惣中の支配とし、残り 3000 石の納
1 神野 2436 石 入米のうち 1000 石は、剃髪寺の仏供灯明及び寺僧の諸賄
2 志賀野 108 石 料に充て、2000 石の毎年の納米を貯え、それを惣山の堂
3 東岸（貴志） 1199 石 塔伽藍の修理料に 3 分の 2 をあて、3 分の 1 を残して置く
が ら ん
4 真国 400 石 ように決めている。紀ノ川南岸沿いに麻津以西と比較的平
5 黒川 130 石 野部である荒川・調月・東岸から野上谷の西部の神野・志
6 千田（善田） 135 石 賀野地域である。
7 糟上（勝神） 58 石 高野山寺領は、2 万 1000 石と確定したが、山内には学
8 鶴月（調月） 1237 石 侶方と行人方という伝統的な２派の集団があり、豊臣政権
9 荒川 2542 石 と結びついた木食応其が２派をまとめ山内を統一してい
10 遠方 142 石 た。慶長 5 年（1600）3 月 9 日に増田長盛が発した 2 万 1000
11 杉原 330 石 石の支配の内訳は、学侶方 7500 石・行人方 5500 石・青厳
12 荒見 460 石 寺料 3000 石・木食応其領 1000 石・奥院の灯明田 2000 石
13 大津（麻生津） 450 石 ・行人方のうち惣分入用領 2000 石である。灯明田や惣分
14 川張・平野田 172 石 入用領と木食応其領を合わせた 5000 石の人足は応其が召
（皮張・平沼田） 使い、青厳寺の住持は先年の御朱印のとおり応其が兼ねて
計 9799 石 おり、高野山では木食応其は豊臣政権を背景にして勢力を
















天正 20 年 12 月 12 日の「猿川庄収納支配日記」37）の「猿川庄」は、支流の貴志川上流
の野上谷奥地にあり、名寄惣高は 553 石 9 斗 8 升 8 合 4 勺と記されている。天正 19 年の
知行目録の「五百六拾石四斗九升 さる川」と記載された石高と類似した数値である。「猿
川庄」と呼ばれる地域には、猿川谷・滝野川・菅澤と称する「村」があり、「瀧川之庄屋
ニテ造用」が 8 斗 9 升、「猿川谷庄屋ニテ造用」が 9 斗 3 升、「菅澤庄屋ニテ造用」が 4 石 4




長 5 年、同 19 年の「学侶方免相録」や慶長 10 年「高野山衆徒中寺領目録」を分析しても、
天正 19・20 年の「知行目録」所収の地域（村）は下位に存在している村々の集合体であ
ることが明らかで、天正 19・20 年定められた支配地域と石高が慶長期まで機能している 38）。
徳川家康は、関ヶ原の役後の慶長 5 年 11 月 3 日、石田三成に組したため高野山を去っ




慶長 6 年 5 月 21 日に、高野山は家康から改めて 2 万 1000 石の所領を安堵されているが、
朱印状は学侶方と行人方に個別的に与えられている。行人方に与えられた知行目録には、









ことができなかった。元和 3 年 9 月 10 日付で徳川秀忠が、行人方衆中にあてて知行地に
ついて慶長 6 年 5 月 21 日の家康のそれと同じ内容の朱印状を出している 41）。また、慶安 2
年 9 月 21 日の徳川家光の行人方衆中にあてた朱印状には、慶長 6 年の家康および元和 3
年の秀忠の両先例とおりの知行を認めているが 42）、新たに 100 石の東照宮の御仏供領が加
えられている。
徳川幕府で高野山内に東照宮建立の話が起こり、寛永期に徳川家霊台が創建されるが、
家光は紀州藩内の紀ノ川南岸の隅田組中道村の村高 300 石のうち、100 石を興山寺御宮領





方の 3 派にあてては出されていない。だが、徳川家康が慶長 6 年（1601）5 月 21 日付で 2
万 1000 石を安堵した朱印状は、学侶方・行人方に寺領の支配分担を記している。学侶方
へは、7500 石を衆徒中、2000 石を青厳寺領（うち 1000 石は碩学衆配分）で、合計 9500
石である。一方行人方へは、2000 石は奥院、1000 石は修理料、1000 石は興山寺領、7500
石は行人方となっており、合計 1 万 1500 石と寺領配分は原則的に確定し 45）、将軍の代が
わりのとき、幕府から朱印状を下付された。東照宮御供領・奥院領・修理領・興山寺領は
行人方の職掌として行人方が管理した。さらに寛永期に東照宮御供領 100 石が加えられ、
寺領は 1 万 1600 石となっている（表 4）。奥院領には鞆渕組 3 か村・毛原組 5 か村・大原
・黒川村 2 か村があてられた 46）。それぞれの朱印状には、「右全可収納、並寺領之竹木人
足等…先判之旨、永不可有相違者也」と記されており、これまでの朱印状を引き継いでい
る。それにもかかわらず学侶・行人両派の対立は、元禄 5 年（1692）に幕府が学侶方の主
張を認めて行人方を弾圧する裁断を下して決着するまで続いていた 47）。元禄 7 年以後は、
もともと行人方の職掌であった修理領は学侶・行人両派の共同の職掌となったので、行人





（家康） （秀忠） （家光） （家綱） （綱吉） （吉宗）
慶長 6.5.21 元和 3.9.10 慶安 2.9.21 寛文 5.7.11 元禄 7.11.2 享保 3.7.10
東照宮御仏供領 ― ― 100 石 100 石 100 石 100 石
奥院 2000 石 2000 石 2000 石 2000 石 2000 石 2000 石
修理領 1000 石 1000 石 1000 石 1000 石 3000 石 3000 石
興山寺
文殊院
1000 石 1000 石
580 石 580 石 580 石 580 石
六人組領 420 石 420 石 420 石 420 石
行人方 7500 石 7500 石 7500 石 7500 石 5500 石 5500 石












郡にまたがる全 118 か村が学侶方・行人方・修理方の 3 派に分割して支配されている。『紀
伊続風土記』に掲載されている寺領の村々の村高を集計すると、伊都郡の高野山寺領は 69
か村、6704 石 5 斗余、また那賀郡の高野山寺領は 88 か村、1 万 3822 石 1 斗余で合計 157
か村、2 万 526 石 6 斗余である。そのうち学侶方は 80 か村、9262 石 4 斗（伊都郡 47 か村 4223
石 7 斗余、那賀郡 33 か村、5038 石 7 斗余）、行人方は 70 か村、8430 石 1 斗余（伊都郡 16
か村 2352 石 9 斗余、那賀郡 54 か村、6077 石 2 斗余）、修理方 10 か村、2855 石 9 斗余（伊
都郡 5 か村 127 石 9 斗余、那賀郡 5 か村、2728 石余）となっている。徳川家綱朱印状（目
録）や徳川綱吉朱印写（目録）、徳川吉宗朱印写（目録）などにおいても東照宮御供領 100
石は「紀伊国伊都郡内」奥院領 2000 石は「同国那賀郡内」、修理領 1000 石は「同国那賀
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（付記）
本稿をまとめるにあたり、橋本市史編纂委員会室および田辺市大塔村史編纂室の協力を得たこと
をお礼申しあげる。
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